
「バスダKSW改」は、プロバイオティックス（特殊枯草菌）、プレバイオティックス（麹

菌醗酵培養物）と抗酸化物質（韃靼ソバ粉、キビ絞り粕）を主成分とした「バスダKSW」に

クエン酸を配合、生産性向上と疾病予防をサポートする、豚用の新しいタイプのサプリメン

トです。

１．子豚期の増体に！

２．Ｃ段階での
aa食い込み向上に！

３．ヒネ豚・ガリ豚の
aa飼い直しに！

０．４～０．５％飼料添加

使用法

荷 姿 ２０ｋｇ／袋

注 意 湿気や水分を避けて保存してください。

開封後はお早めにご使用下さい。

■ 豊富な醗酵培養物により、家畜の増体重を引き上げる。
→    耐酸性の消化酵素、アミノ酸、核酸などを含む

■ 腸内細菌のバランスを整え、病原性微生物の増殖を抑制する。
→    悪玉菌の増殖を抑え、有用菌（善玉菌）の増殖を補助
→    基礎試験ではｻﾙﾓﾈﾗ菌、ｸﾛｽﾄﾘｼﾞｳﾑ菌などの微生物の生育を抑制

■ 含まれる消化酵素の働きで、飼料要求率が改善する。
→    飼料要求率改善、糞の減量

■ 有機酸による酸味で嗜好性向上。
■ 糞便中の悪臭物質を軽減し、堆肥醗酵を促進する。

→ 腸内環境を整えることにより、腸内での悪臭物質発生を抑制

■ 天然由来の菌＆培養物であり、安全性が高い。
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増体指数の変動 事故率の変動

バスダKSWを生後から離乳時（平均25日間）まで人工乳へ添加。

①平均体重では、給与区が対照区と比較し、800g/頭の体重増が認められた。
②給与区と対照区の離乳子豚の体重分布を比較すると、給与区の体重分布が平均値に集約さ

れる傾向が認められた。また、給与区のピークが重い体重群へ（右側へ）移動しているこ
とから、個体重の増加も認められた。
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バスダKSWの子豚増体結果
対照区平均=6.4kg 給与区平均=7.2kg

離乳時体重(kg)
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離乳からA段階の間にバスダKSW0.を飼料に添加給与し､生産性を調査した。
１．給与期間：16日齢から約30日程度
２．試験頭数：給与区40頭（20頭2区）、対照区40頭（20頭2区)で、同程度の体重のものを選定した。

①増体重に関しては､給与区が106％に改善した。
②事故率に関しては､対照区が10％死亡したのに比べ､死亡は見られなかった。
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